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主な記事
2・3面 2025人員確保闘争・現業統一闘争（第1次）

第27回自治労関東甲地連青年女性夏期交流集会
自治労第168回中央委員会
東京地公労第29回組織集会

4面 私のおすすめ（東京交通労働組合 執行委員長 見城 史浩）
狭山事件から62年、再審求め約1，300人が結集

企 画 総 務 局

都
本
部
2
0
2
5
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争

労
使
交
渉
を
重
ね
、現
場
か
ら「
変
化
の
兆
し
」を

6
月
は
政
府
や
連
合
が
男
女
平
等
月
間
と
し
て
お
り
、
自
治
労
も
集
中
月
間
と
し
て
い
る
。

都
本
部
は
、
社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
的
機
運
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
性
別
等
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
、
働
き
続
け
た
い
職
場

の
実
現
、
そ
し
て
人
員
確
保
を
進
め
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

都
本
部
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取
り
組
む
組
織
の
姿
勢
を
示
す
べ
く
、
松
村
委
員
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争

は
、
性
別
や
性
の
あ
り
方
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
働
き
続

け
た
い
と
思
え
る
職
場
の
実
現

を
柱
と
し
た
闘
争
で
あ
る
。
2

0
2
5
年
6
月
11
日
に
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
発
表
し

て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
が
公
表
さ
れ
日
本
は
、
1

4
8
カ
国
中
1
1
8
位
と
な
っ

た
。
政
治
・
経
済
・
教
育
・
健

康
の
4
部
門
に
つ
い
て
、
男
女

の
間
に
ど
れ
だ
け
の
格
差
が
存

在
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
ス

コ
ア
化
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本

は
政
治
分
野
と
経
済
分
野
の
順

位
が
低
く
、
女
性
管
理
職
比
率

が
著
し
く
低
い
状
況
が
続
き
、

労
働
参
加
率
の
男
女
比
、
同
一

労
働
で
の
賃
金
格
差
な
ど
、
改

善
は
み
ら
れ
て
い
な
い
と
分
析

さ
れ
て
い
る
。

2
0
2
5
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
闘
争
は
、
人
員
確
保
闘
争

と
あ
わ
せ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
の
視
点
か
ら
も
人
員
確
保

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
重
点
化

し
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策
と
し

て
様
々
な
休
暇
制
度
や
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
働
き
方
に
つ
い
て
も
制
度

化
が
進
め
ら
れ
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
な
ど
は
上
昇
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住

民
と
直
接
相
対
す
る
窓
口
業
務

へ
の
対
応
や
増
加
す
る
業
務
量

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
場
か
ら
は
疲
弊
す
る

声
は
多
い
。

人
員
確
保
闘
争
と
リ
ン
ク
し
て

取
り
組
む

6
月
19
日
を
統
一
闘
争
の
ヤ

マ
場
に
配
置
し
な
が
ら
都
本
部

は
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一

闘
争
（
第
1
次
）、そ
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争
を
展
開

し
た
。
19
単
組
が
要
求
書
を
提

出
、
17
単
組
が
回
答
を
受
理
し

た
上
、
10
単
組
が
労
使
交
渉
を

持
ち
、
現
段
階
で
の
到
達
点
を

確
認
、
大
綱
妥
結
に
至
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
制
度
確
立

と
合
わ
せ
て
、
業
務
量
に
見
合

う
人
員
配
置
を
基
本
と
し
、
か

つ
各
種
休
暇
制
度
や
両
立
支
援

制
度
の
活
用
が
、
誰
の
負
担
も

な
く
可
能
と
な
る
人
員
配
置
を

両
輪
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
く
の
自
治
体
単
組
で
2

0
2
5
年
度
が
欠
員
ス
タ
ー
ト

と
な
る
中
、
新
規
採
用
に
よ
る

常
勤
職
員
配
置
を
基
本
と
し
た

上
で
、
4
月
以
降
の
休
職
者
等

も
含
め
た
欠
員
の
早
期
補
充
、

時
間
外
労
働
が
恒
常
化
し
て
い

る
職
場
の
増
員
、
年
休
や
夏
休

の
完
全
取
得
を
視
野
に
入
れ
た

人
員
配
置
を
求
め
た
。

交
渉
を
実
施
し
た
全
て
の
単

組
で
採
用
試
験
の
実
施
状
況
を

確
認
し
、
欠
員
解
消
予
定
時
期

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
採
用
試

験
を
実
施
し
て
も
応
募
者
が
少

な
い
状
況
か
ら
、
多
く
の
自
治

体
で
社
会
人
採
用
、
通
年
採
用

が
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ

ム
バ
ッ
ク
採
用
を
導
入
す
る
自

治
体
も
あ
り
、
東
久
留
米
市
職

で
は
導
入
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
調
布
市
職
労
で
は
「
多
様

な
働
き
方
を
進
め
る
た
め
の
人

員
確
保
の
必
要
性
を
認
識
し
、

必
要
人
員
配
置
の
協
議
を
行

う
」、
東
久
留
米
市
職
で
も「
時

間
外
労
働
の
縮
減
、
多
様
な
働

き
方
、
各
種
休
暇
制
度
を
活
用

す
る
た
め
に
人
員
配
置
が
必

要
」
と
確
認
し
た
。

人
員
確
保
に
お
け
る
現
場
と

当
局
の
視
点
は
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
定
期

的
な
労
使
交
渉
に
よ
り
労
使
確

認
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
少

し
ず
つ
大
き
な
変
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
疲
弊
が
蔓
延
す
る

職
場
か
ら
、
働
き
続
け
た
い
と

思
え
る
職
場
へ
の
転
換
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
、
現
場
で
働

く
私
た
ち
の
視
点
か
ら
求
め
て

い
く
事
が
重
要
だ
。

▲自治労2025ジェンダー平等推進キャッチコピー

2
0
2
5
年
6
月
1
日
か
ら

労
働
安
全
衛
生
規
則
が
一
部
改

正
さ
れ
、
熱
中
症
重
篤
化
防
止

措
置
義
務
が
事
業
者
に
義
務
付

け
ら
れ
た
。
近
年
の
気
候
変
動

の
影
響
か
ら
、
夏
期
に
お
い
て

気
温
の
高
い
日
が
続
く
中
、
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
労

働
災
害
の
増
加
傾
向
だ
。
2
0

2
4
年
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ

る
労
働
災
害
は
1
、1
9
5
人

（
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害
）

と
調
査
開
始
以
来
最
多
、
死
亡

災
害
に
つ
い
て
は
、
3
年
連
続

で
30
人
以
上
と
な
り
、
労
働
災

害
に
よ
る
死
亡
者
数
全
体
の
約

4
％
を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災

害
の
ほ
と
ん
ど
が
初
期
症
状
の

放
置
や
対
応
の
遅
れ
と
な
っ
て

お
り
、「
体
制
整
備
」「
手
順
作

成
」「
関
係
者
へ
の
周
知
」
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
当
然
自
治
体
に
お

い
て
も
こ
う
し
た
措
置
義
務
は

課
せ
ら
れ
、
5
月
21
日
付
け
で

総
務
省
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い

る
。
熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
ぐ

措
置
内
容
を
は
じ
め
、
な
に
よ

り
も
予
防
措
置
を
重
点
に
お
い

た
取
り
組
み
が
肝
要
で
あ
り
、

職
場
環
境
や
業
務
に
応
じ
て
い

く
た
め
、現
場
の「
気
付
き
」に

基
づ
く
意
見
を
吸
い
上
げ
、
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

自
治
労
は
、
全
国
労
働
安
全

衛
生
週
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
7

月
を
「
自
治
労
安
全
衛
生
月

間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
先

の
熱
中
症
対
策
を
は
じ
め
時
間

外
労
働
の
縮
減
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な

ど
、
安
全
衛
生
課
題
は
多
岐
に

お
よ
ぶ
。
自
治
労
は
現
場
の
気

付
き
を
引
き
出
す
契
機
と
な
る

全
職
場
・
全
員
参
加
の
安
全
衛

生
点
検
活
動
、
そ
し
て
安
全
衛

生
委
員
会
で
の
職
場
改
善
の
提

起
・
実
践
を
行
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
取
り
組
む
。
業
務
に
追

わ
れ
、
後
回
し
に
し
が
ち
な
安

心
・
安
全
・
快
適
な
職
場
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
安
全
衛

生
月
間
を
契
機
に
通
年
の
活
動

と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
安
全
衛

生
活
動
を
意
識
し
よ
う
。

7
月
は
労
働
安
全
衛
生
月
間

熱
中
症
対
策
を
最
重
点
に
、安
心
・
安
全
な
職
場
づ
く
り
を
推
進

自治労東京都本部
ジェンダー平等推進トップメッセージ
私たち自治労は、男女平等参画の取り
組みを進める中で、社会的性差である「ジ
ェンダー」差別をなくす運動を継続し、
発展させ、LGBTQ＋を包含したジェン
ダー平等社会の実現をめざしています。
ジェンダー平等は自治労運動のすべてに
関わる課題であり、すべての人がその人
らしく、働きやすく、くらしやすい職場
や社会をつくるためには、年間を通じて
の運動が必要です。
自治労は公共サービスを担う労働者が
組織する労働組合です。公共サービスの
仕事は、人口減少・少子高齢化社会にお
ける医療や介護、子育て、教育、環境対
策などをはじめ、多様化する住民ニーズ
を的確に把握したサービスの提供ととも
に、頻発する大規模災害等への対応など
多岐にわたることから、地域住民の日常
生活を支える公共サービスの果たす役割
は大きくなっています。しかしながら、
業務量は増大の一途を辿る中で人員不足
は顕著となっており、長時間労働が蔓延
しています。
誰もが両立支援制度やワーク・ライフ
・バランス支援制度を活用しながら、自
分の事情に合わせて多様な働き方を自由

に選択できるという「働きやすい職場」
の実現は、子育てや介護、治療などさま
ざまな事情を持つ人にとっても、職場で
力を発揮しやすくなり、公共サービスの
質の向上にもつながります。こうした側
面からも、ジェンダー平等を実現するた
めの取り組みを進めていかなければなり
ません。
私たち自治労東京都本部では社会全体
が男女平等参画やジェンダー平等の取り
組みを強化する6月を基軸として取り組
みを強化し、「労働組合のジェンダー平
等参画」、「職場のジェンダー平等の実
現」、「ジェンダー平等の法制度・社会環
境の整備」の実現にむけて取り組みを進
めます。
自治労東京都本部は「人と人とのつな
がり」を活動の原点とし、すべての人が
その人らしく、働きやすく、くらしやす
い職場や社会にむけた運動を推進し、「組
合員とその家族をはじめ、すべての働く
仲間の幸せの実現」をめざします。

2025年6月
自治労東京都本部
中央執行委員長

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

今
年
も
ま
た
、

暑
い
季
節
が
や
っ

て
く
る
。
夏
は
暑

い
と
い
う
の
は
当

た
り
前
だ
が
、
最

近
は
あ
ま
り
に
も

暑
す
ぎ
る
。
命
の
危
険
も
感

じ
る
ほ
ど
だ
▼
労
働
安
全
衛

生
規
則
が
改
正
さ
れ
、「
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
強

化
」
が
2
0
2
5
年
6
月
1

日
か
ら
事
業
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
。
厚
生
労
働
省
の
発

表
で
は
、
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
の
死
傷
者
数
は
1
、2

5
7
人
と
前
年
よ
り
1
5
1

人
増
加
を
し
、
う
ち
死
亡
数

は
31
人
と
な
っ
て
い
る
。
建

設
業
や
製
造
業
で
4
割
を
占

め
て
い
る
が
、
重
篤
化
し
た

状
態
で
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス

や
医
療
機
関
に
搬
送
し
な
い

ケ
ー
ス
等
初
期
対
応
の
遅
れ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
▼
自

治
労
で
は
、
毎
年
7
月
を

「
安
全
衛
生
月
間
」
に
位
置

づ
け
、
安
全
で
快
適
な
職
場

環
境
と
労
働
安
全
衛
生
を
確

立
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
を
活
用
し
て
、
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

を
、是
非
、議
論
を
し
て
い
た

だ
き
、
職
場
か
ら
の
声
で
、

快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
を

図
っ
て
い
き
た
い
▼
身
体
を

熱
に
な
ら
す
た
め
の
「
暑
熱

順
化
」
に
時
間
を
か
け
調
整

し
、
暑
い
季
節
を
乗
り
切
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
萩
原
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

人事院
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